
實験的結核症に於 て結核菌の消長と結核性病變 の

進展 に及ぼす免疫 の影響 について
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1は しeが き

くめ　の

既にWilligは 結核死菌で冤疫 した天然鼠に於

て、再感染結該菌の鱒播は阻止され、感染局所の

一菌数 も非菟疫群に於けるよ のも少な か つ た と述
くお　

ぺ 、此 に反 してLUrieは 冤疫 群 の感 染 局所 の結

ぷ

・核菌は非冤疫群に於けるよ り海 却 つ て多いと言
くわ

ひ、Freund及 び 典ngeviReは 冤疫家灌に於て結

核菌の縛播は阻 止され{他 方感染局所の菌藪は非

冤疫家兎に於けるよりも多い ゼ述べ、諸家の見解

鉢一致 していない｡私 はBCGめ 再接種の問題

に關聯 して此の黙を追求 した｡、

2'實 験 方 法 ・

天 竺鼠28頭 を使 用 した｡先 づ その 半 数 に豫 め

8CGO・01m9を 皮 内接 種 し、 その 後12週 に全`

動 物 の 左 右 下腹 部 皮 内 、BCGを 接 種 した 局 所

と離 れ た 場 所 に 人型結 核 菌 下 株 を0.1mg(O.lcc)

宛 、左 右 合 せ てO.2m9宛 注 射 した｡

感 染{麦は 逐時 ヌ～2頭 宛剖 瞼 し、 感染 局 所 と脾

と を細撞 して 岡 ・片 倉培 地 に植 えた｡帥 ち皮 膚 は

健 康部 迄含 め て径1cm前 後 圓 形 に 切 り取D、 鋏

で 細 か に切 り刻 み 、乳 鉢 に 入れ 、1%苛 性 ソー ダ

溶 液 を1～2滴 た らし て か らよ く摺 り砕 き、 これ

に2%硫 酸 溶 液 を 少量 つ つ 合 計5cc加 え 、更 に こ

れ を2%硫 酸 溶 液で10・ 倍乃 至50倍 に稀 繹 して

各4本 の岡 ・片倉 培 地 にO.ICC宛 分 注 、ふ らん 器

中 に横 た へ て1～2日 間 乾 燥 した 後 、 蟻 封 、培 養
ヤ め

した｡脾 は全艦 をそのま 製乳鉢です り辞き、'その

後 は皮用薄と同様に虚置した｡圖 に示 した培養成績

は培養後4週 の観察で、各試験管 の平 均 値を取

り、また感染局所については左右の平均値を取つ

て記載 したものであ多◇

割槍所見は佐藤秀三氏法によつて記載 した｡

3培 養 成 績

(a)騨 局所の結核菌培養成績 一

圖に示したやうに感染後11日 迄は冤疫群と非免

疫群との間に明かな聚落数の差は み られ なかっ

た｡然 しその後結核菌聚落籔は冤疫群に於ては急

速 に減少し、非冤疫群に於ては此の減少は綬慢に

しか行はれす、その爲感染後15日 以後に於ては爾

群闇の開きが大きくな り、免疫群に於ては非冤療

群のIY2乃 至1/10の 聚落歎が見H{さ れたに過 ぎ

なかつた｡
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(b)脾 の結核菌培養成績

脾からの結核菌聚落が見出されたのは、冤疫群

非免疫群共に感染後15日 で、感染後26日 には、

急に」曾えている｡此 の際冤疫群に於ける方が聚落

歎の槽 え方は少なく、その後また比較的速かに減

少して裕るので・爾群か らの聚落数の闇 きは次第

漏」__;36_



に著 し くなつ てい る｡

4剖 検 所 兇

一人型菌感染局所の攣化は此の實験例では冤疫の

度が弱かつた云めか・免疫群と非冤疫群との間に

著 しい差は見 られなかつた｡何 れも感染後間 もな

く感染局所に爽赤、硬結 を生 じ、感染後11日 以後 ・

に潰瘍を形成 した｡

所屡淋巴腺の 腫 脹 は 感,染後5日 目頃か ら現は
メ

れ、次第に大きさを増すが、免疫群 に於ては非冤

疫群に於けるよりも腫脹の度は弱かつた｡

脾には冤疫群、非免疫群共に感染後15日 に少

数の結核結節が現はれたが、冤疫群に於てはその

増加は邊 く、感染後26日 以後冤疫群と非冤疫群 と

、

結 核 症
嚇

(1)免
■

　　
　　

の間に差が認め られた｡

一,、｡肝に於ける結核結節 も冤疫群では感染後26日 に

初めて現はれ、非冤疫群の15日 よbも 遅かつた"

肺に於ける結核結節は繭群共に感疫後39日 に現

はれているが、菟疫群ではその後は見出されなか

つ表｡
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5ま と め

免疫された動物では感 染 局所 の結核菌は、免

痩 せぬ動物よりも早 く減少し、内臓に於て も結核

菌の現はれ方が遅 く、また早く減少し、これに慰

じ七淋巴腺ぎ内臓の結核性病攣 も、免疫群に於て

は非免疫群に於けるよりも渥れて現はれ、且つ輕

度であつた｡.'
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